




機密費で会食「不適切だった」 官房長官謝罪 

平野博文官房長官は６日午前の記者会見で、在米日本大使館の公使らが２０

００年、訪米中の会計検査院長ら一行との会食費を外務省報償費（機密費）から

支払っていた問題について「不適切だった」と謝罪した。 

０２年度以降、訪米した官僚や国会議員との会食に同省機密費は充てていな

いことも明らかにした。 

会食は「米国の会計検査院の実情に関する意見交換」の名目で大使館側、会

計検査院側から４人ずつが出席した。同省機密費から５８８ドル（約６万２千円＝

当時）が支払われていたことが、市民団体が同省に対して行った情報公開請求で

明らかになった。 

東京新聞 １１月６日夕刊２面 

 
 
会計検査院長ら４人、機密費で会食 

 

 会計検査院長ら４人が、２０００年１月に訪米した際、日本大使館の公使ら４人と外

務省報償費、いわゆる機密費で会食していたことがわかりました。 

 

 これについて、平野官房長官は記者会見で、「不適切だった」と認めた上で、２００２

年度以降、機密費を会食には使っていない、と説明しました。 

 

 ただ、原則非公開とされる機密費の検査を担う会計検査院が、外務省から接待を

受けたのではないかという疑いが持たれかねず、機密費の透明性を巡って、議論を

呼びそうです。  

 

TBS newsi １１月６日 （１１．２１） 



駐米公使：検査院長と会食  

約６万円、報償費で ００年１月 

 在米日本大使館の公使らが００年１月、米国内で会計検査院トップの院長ら

と会食し、代金を外務省報償費から支出していたことが６日分かった。外務省

は検査院の検査を受ける立場にあるが、双方とも接待だった可能性を否定し

ている。 

 外務省と検査院によると、会食したのは、大使館側が公使ら大使館員４人、

検査院側は院長と秘書官ら４人。「米国の会計検査院の実情に関する意見交

換」との名目で、料金５８８ドル（当時のレートで約６万円）を同省報償費から２

月７日付で支払っていた。 

 検査院によると、当時の院長らが訪米した目的は各国の会計検査機関の責

任者が集まる会合に出席するためで「検査との関係はない」という。一方、外

務省は会食について「院長らが米会計検査機関の関係者と接触するに当たっ

ての情報交換の場で、外交活動の一環」と説明している。 

 検査院の内規では、調査官が検査の際に検査対象と会食することは原則禁

止だが、検査以外の場については規定がない。検査院は「事実関係を確認し

て今後の対応を決めたい」としている。【苅田伸宏】 

毎日新聞 2009 年 11 月 6 日 12 時 22 分 
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